
は
じ
め
に

国
語
副
詞
の
中
に
は
、「
ア
ゲ
テ
」「
カ
マ
ヘ
テ
」
の
よ
う
に
、
《
動
詞
連
用

形
＋
接
続
助
詞
テ
》
を
そ
の
本
来
の
形
と
す
る
と
考
え
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
。

こ
う
し
た
《
動
詞
連
用
形
＋
接
続
助
詞
テ
》
型
副
詞
を
構
成
す
る
動
詞
の
意

味
内
容
が
、
副
詞
の
意
味
内
容
と
具
体
的
に
ど
う
関
わ
る
の
か
を
考
察
す
る
こ

と
は
、
動
詞
か
ら
副
詞
へ
の
品
詞
転
成
の
様
態
や
条
件
に
つ
い
て
考
え
る
う
え

で
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
る
。

本
稿
で
は
、
《
動
詞
連
用
形
＋
接
続
助
詞
テ
》
型
の
副
詞
の
う
ち
か
ら
「
ア

ヘ
テ
」
を
取
り
上
げ
、
上
代
に
お
け
る
当
該
語
の
意
味
・
用
法
と
、
そ
の
構
成

要
素
と
考
え
ら
れ
る
動
詞
「
ア
フ
」
の
意
味
・
用
法
お
よ
び
両
者
の
関
連
性
に

つ
い
て
考
察
す
る
。

築
島
裕
氏
は
「
平
安
時
代
の
漢
文
訓
読
語
に
つ
き
て
の
研
究
」
の
な
か
で
、

副
詞
「
ア
ヘ
テ
」
を
「
漢
文
訓
読
語
と
し
て
の
性
格
を
持
ち
、
和
文
に
お
け
る

陳
述
副
詞
「
え
…
（
ず
）」「
…
あ
へ
ず
」
と
文
体
の
上
で
対
立
す
る
も
の

(

注
１)

」
と

さ
れ
る
。
ま
た
一
方
で
、
漢
文
訓
読
文
及
び
和
文
の
「
兩
者
に
併
せ
見
出
さ

れ
」
る
例
と
し
て
栄
花
物
語
に
見
え
る
例
を
挙
げ

(

注
２)

、「
必
ず
し
も
漢
文
出
自
の

語
法
と
は
定
め
兼
ね
る
」
と
さ
れ
る
。

本
稿
は
、「
萬
葉
集
」「
日
本
書
紀
（
歌
謡
を
含
む
）」「
古
事
記
（
歌
謡
を
含

む
）」「
風
土
記
」「
寧
樂
遺
文
」
に
み
ら
れ
る
副
詞
「
ア
ヘ
テ
」、
ま
た
そ
の
構

成
要
素
と
考
え
ら
れ
る
動
詞
「
ア
フ
」
の
語
史
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
上
代
の

資
料
を
も
と
に
、
動
詞
の
意
味
内
容
が
《
動
詞
連
用
形
＋
接
続
助
詞
テ
》
型
副

詞
の
意
味
内
容
と
ど
の
よ
う
に
関
連
す
る
の
か
に
つ
い
て
の
示
唆
を
得
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
。

動
詞
「
ア
フ
」
に
関
す
る
先
行
論
と
し
て
、
吉
井
健
氏
の
論
考
が
挙
げ
ら

れ
る

(

注
３)

。
氏
は
、「
不
可
能
を
表
す
接
尾
動
詞
」
と
い
う
共
通
点
か
ら
、「
カ
ヌ
」

「
カ
ツ
＋
否
定
辞
」
と
と
も
に
動
詞
に
下
接
す
る
「
ア
フ
」、
さ
ら
に
打
消
し
表

現
を
と
も
な
う
「
ア
ヘ
ズ
」
を
取
り
上
げ
、「
萬
葉
集
」
を
中
心
に
、
上
代
に
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お
け
る
そ
れ
ぞ
れ
の
意
味
内
容
の
異
同
に
つ
い
て
考
察
さ
れ
て
い
る
。
氏
は
、

動
詞
「
ア
フ
」
の
意
味
を
次
の
よ
う
に
整
理
さ
れ
た
。

ま
た
、
他
の
動
詞
に
下
接
す
る
「
ア
フ
」
が
、「
〜
し
通
す
」「
〜
し
ぬ
く
」

と
い
っ
た
一
種
の
ア
ス
ペ
ク
ト
的
意
味
を
担
っ
て
い
る
点
、
さ
ら
に
は
そ
う
し

た
「
ア
フ
」
が
、「
困
難
な
状
況
に
よ
っ
て
上
接
の
動
詞
の
表
す
動
作
の
実
現

が
危
惧
さ
れ
る
と
い
う
文
脈
」
に
お
い
て
助
動
詞
「
ず
」「
む
」
な
ど
を
伴
っ

て
（
ア
ヘ
ズ
・
ア
ヘ
ム
の
形
で
）
現
れ
る
こ
と
が
多
い
点
を
も
指
摘
さ
れ
た
。

そ
の
理
由
と
し
て
、「
ア
フ
」
の
持
つ
対
抗
・
抵
抗
と
い
っ
た
意
味
が
受
動

的
で
あ
り
、「
ア
フ
が
下
接
し
た
全
体
は
、
意
志
の
制
御
が
及
ば
な
い
も
の
と

し
て
捉
え
ら
れ
る
傾
向
に
あ
る
」
た
め
、
そ
こ
に
「
動
詞
に
下
接
す
る
ア
フ
が

否
定
に
傾
向
し
〈
中
略
〉
余
儀
な
く
成
就
で
き
な
い
と
い
う
不
可
能
表
現
に
な

り
ゆ
く
」
契
機
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

氏
の
論
は
、
上
代
に
お
け
る
動
詞
「
ア
フ
」
の
意
味
・
用
法
、
ま
た
不
可
能

表
現
「
ア
ヘ
ズ
」
の
意
味
の
実
体
を
考
察
す
る
上
で
得
る
と
こ
ろ
の
多
い
も
の

で
あ
る
が
、
動
詞
「
ア
フ
」
と
副
詞
「
ア
ヘ
テ
」
の
関
連
や
、「
ア
フ
」「
ア
ヘ
テ
」

と
訓
じ
ら
れ
る
字
の
字
義
と
の
関
連
に
つ
い
て
の
考
察
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

以
下
、
氏
の
論
を
踏
ま
え
つ
つ
、
上
代
に
お
け
る
動
詞
「
ア
フ
」
な
ら
び
に

副
詞
「
ア
ヘ
テ
」
に
つ
い
て
、
実
際
の
用
例
に
即
し
て
再
検
討
を
行
う
。

考
察
に
あ
た
り
、「
萬
葉
集
」「
古
事
記
」「
日
本
書
紀
」（
と
も
に
歌
謡
を
含

む
）、「
風
土
記
」、「
寧
樂
遺
文
」
収
載
の
諸
文
書
を
調
査
対
象
と
し
た
。「
萬

葉
集
」
に
つ
い
て
は
、「
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
　
萬
葉
集
」（
以
下
、「
萬

葉
集
全
集
本
」）
を
本
文
テ
キ
ス
ト
と
し
て
採
用
し
、
音
仮
名
表
記
例
を
そ
の

確
例
と
し
た
。
ま
た
訓
仮
名
表
記
例
に
つ
い
て
は
、
同
書
の
訓
読
に
依
拠
し
、

「
ア
フ
」
ま
た
は
「
ア
ヘ
テ
」
と
訓
ま
れ
た
可
能
性
の
高
い
用
例
と
し
て
扱

っ
た
。

「
古
事
記
」「
日
本
書
紀
」「
風
土
記
」
に
つ
い
て
は
、「
萬
葉
集
」
に
お
い
て

「
ア
フ
」
訓
の
付
さ
れ
た
「
敢
」「
堪
」「
肯
」「
耐
」
各
字
の
用
字
・
付
訓
に
つ

い
て
考
察
す
る
。
テ
キ
ス
ト
と
し
て
採
用
し
た
の
は
日
本
古
典
文
学
大
系
本
で

あ
る
。

一
「
萬
葉
集
」
に
お
け
る
動
詞
「
ア
フ
」
の
出
現
状
況
と
意
味

以
下
に
、「
萬
葉
集
」
に
見
ら
れ
る
下
二
段
動
詞
「
ア
フ
」
及
び
「
ア
ヘ
テ
」

の
用
例
を
掲
げ
る
。

一
ー
一
　
動
詞
「
ア
フ
」
の
音
仮
名
表
記
例

調
査
範
囲
の
限
り
、「
萬
葉
集
」
に
お
い
て
「
ア
フ
」
が
単
独
で
用
い
ら
れ

る
の
は
次
の
二
例
で
あ
る
。
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１
　
京
師
よ
り
来
贈
せ
る
歌
一
首

海
神
の
　
神
の
命
の
　
み
櫛
笥
に
　
貯
ひ
置
き
て
　
斎
と
ふ
　
玉
に
ま
さ

り
て
　
思
へ
り
し
　
吾
子
に
は
あ
れ
ど
　
う
つ
せ
み
の
　
世
の
理
と
　
大

夫
の
　
引
き
の
ま
に
ま
に
　
し
な
ざ
か
る
　
越
道
を
さ
し
て
　
延
ふ
蔦
の

別
れ
に
し
よ
り
　
沖
つ
波
　
撓
む
眉
引
　
大
船
の
　
ゆ
く
ら
ゆ
く
ら
に

面
影
に
　
も
と
な
見
え
つ
つ
　
か
く
恋
ひ
ば
　
老
い
づ
く
吾
身
　
―け
―だ
―し

―堪
―へ
―む
―か
―も
―（
―氣
―太
―志
―阿
―倍
―牟
―可
―母
）

（
巻
19
・
四
二
二
〇
番
歌
）

２
　
秋
さ
れ
ば
　
置
く
露
霜
に
　
―あ
―へ
―ず
―し
―て
―（
―安
―倍
―受
―之
―弖
）

都
の
山
は
　
色
づ
き
ぬ
ら
む

（
巻
15
・
三
六
九
九
番
歌
）

用
例
１
は
、
嫁
が
せ
た
娘
を
い
と
し
が
る
父
の
歌
で
、「
萬
葉
集
全
集
本
」

は
「
老
い
づ
く
吾
身
け
だ
し
堪
へ
む
か
も
」
を
「
年
老
い
て
き
た
わ
た
し
の
体

は
も
し
や
保
た
な
い
の
で
は
な
い
か
し
ら
」
と
釈
し
、「
ア
フ
」
を
「
た
え
し

の
ぶ
、
保
ち
こ
た
え
る
」
意
の
動
詞
と
す
る
。
老
い
と
い
う
不
可
避
の
状
況
変

化
に
加
え
、「
玉
に
ま
さ
り
て
思
」
っ
て
い
た
娘
が
嫁
い
で
ゆ
く
と
い
う
事
態

は
、
詠
人
に
と
っ
て
た
え
き
れ
る
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。「
た

え
し
の
ぶ
、
保
ち
こ
た
え
る
」
と
す
る
釈
は
妥
当
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

用
例
２
は
、
秋
に
色
を
変
え
る
で
あ
ろ
う
都
の
山
を
人
に
擬
え
、
そ
の
原
因

を
置
く
露
霜
に
た
え
き
れ
な
い
た
め
と
す
る
歌
で
あ
る
。
季
節
の
移
り
変
わ
り

は
絶
対
の
も
の
で
あ
り
、「
た
え
よ
う
、
保
ち
こ
た
え
よ
う
」
と
し
て
も
し
き

れ
ず
に
色
を
変
え
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
さ
ま
を
詠
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の

例
も
、
用
例
１
と
同
様
の
解
釈
で
差
し
支
え
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

こ
こ
で
、
解
釈
の
際
に
用
い
ら
れ
る
「
保
ち
こ
た
え
る
」
と
い
う
行
為
を
、

「
た
え
る
」
行
為
の
持
続
で
あ
る
と
考
え
れ
ば
、「
ア
フ
」
の
原
義
は
「
た
え

る
」
で
あ
る
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
以
後
、「
ア
フ
」
の
原
義
を
「
た
え

る
」
と
仮
定
し
て
考
察
し
て
み
た
い
。

ま
た
、
複
合
動
詞
の
一
部
と
し
て
、
ま
た
補
助
動
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
る
例

も
見
ら
れ
る
。

３
　
わ
が
背
子
は
　
玉
に
も
が
も
な
　
霍
公
鳥

―声
―に
―あ
―へ
―――貫
―き
―（
―許
―惠
―尓
―安
―倍
―奴
―吉
）
手
に
卷
き
て
行
か
む

（
巻
17
・
四
〇
〇
七
番
歌
）

４
　
母
刀
自
も
　
玉
に
も
が
も
や
　
頂
き
て

角
髮
み
づ
ら

の
な
か
に
　
―あ
―へ
―纏
―か
―ま
―く
―も
―（
―阿
―敞
―麻
―可
―麻
―久
―母
）

（
巻
20
・
四
三
七
七
番
歌
）

５
　
常
の
恋
　
い
ま
だ
や
ま
ぬ
に
　
都
よ
り

馬
に
恋
來
ば
　
―担
―ひ
―あ
―へ
―む
―か
―も
―（
―尓
―奈
―比
―阿
―倍
―牟
―可
―毛
）

（
巻
18
・
四
〇
八
三
番
歌
）

６
　
天
雲
に
　
雁
ぞ
鳴
く
な
る
　
高
円
の

萩
の
下
葉
は
　
―も
―み
―ち
―あ
―へ
―む
―か
―も
―（
―毛
―美
―知
―阿
―倍
―牟
―可
―聞
）

（
巻
20
・
四
二
九
六
番
歌
）
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「
萬
葉
集
全
集
本
」
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
例
に
お
け
る
動
詞
「
ア
フ
」
は

そ
れ
ぞ
れ
、

・
「（
あ
な
た
を
）
霍
公
鳥
の
声
に
―混
―ぜ
―て
緒
に
通
し
…
」

（
用
例
３
）

・
「
角
髪
の
中
に
―混
―ぜ
―て
巻
き
つ
け
よ
う
に
」

（
用
例
４
）

・
「
背
負
い
―き
―れ
―ま
―し
―ょ
―う
―か
」

（
用
例
５
）

・
「
下
葉
は
色
づ
き
―お
―お
―せ
―る
だ
ろ
う
か
」

（
用
例
６
）

の
よ
う
に
釈
さ
れ
る
。

「
ア
ヘ
＋
〈
動
詞
〉」
の
形
で
、
複
合
動
詞
の
一
部
と
し
て
用
い
ら
れ
る
「
ア

フ
」（
用
例
３
・
４
）
の
場
合
、
用
例
１
の
よ
う
に
「
た
え
る
」
意
の
動
詞
と

解
釈
す
る
と
、「
た
え
つ
つ
貫
く
」「
髪
の
中
に
、
た
え
つ
つ
巻
く
」
と
な
る
。

し
か
し
、
両
例
中
の
動
詞
「
貫
く
」「
巻
く
」
を
修
飾
す
る
客
体
は
、
玉
に
擬

え
ら
れ
た
愛
し
い
人
で
あ
り
、
母
で
あ
る
。「
貫
く
」「
巻
く
」
と
も
に
、
た
え

つ
つ
行
う
よ
う
な
行
為
と
は
考
え
難
い
。

こ
う
し
た
、
複
合
動
詞
の
一
部
と
し
て
の
動
詞「
ア
フ
」は
、「
た
え
る
」意
の

「
ア
フ
」と
異
な
り
、「
霍
公
鳥
の
声
」や「
髪
の
毛
」な
ど
、複
数
の
事
物
を
対
象

と
し
て
用
い
ら
れ
る
。「
萬
葉
集
全
集
本
」の
頭
注
に「
ア
ヘ
」そ
の
も
の
の
意
味

を
「
合
わ
せ
」
と
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
の
場
合
の
動
詞
「
ア
フ
」
は

「（
複
数
の
事
物
を
）
複
合
す
る
」
意
で
用
い
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

「〈
動
詞
〉
＋
ア
フ
」
の
形
で
補
助
動
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
る
「
ア
フ
」
の
場

合
、「
た
え
る
」
と
解
釈
す
れ
ば
「
担
っ
た
状
態
で
た
え
る
」
ま
た
「
色
づ
き

き
る
」
と
な
る
。「
担
う
」「
色
づ
く
」
と
い
う
上
接
動
詞
の
意
味
を
継
続
し
た

状
態
で
「
た
え
る
」
こ
と
は
つ
ま
り
、「（
上
接
動
詞
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ

る
）
あ
る
状
態
を
保
持
す
る
」
こ
と
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
か
ら
、
用
例

５
・
６
の
よ
う
に
動
詞
に
下
接
し
、
補
助
動
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
る
「
ア
フ
」

に
は
「（〈
動
詞
〉
の
状
態
を
）
保
持
す
る
」
と
い
う
意
を
認
め
る
事
が
で
き
る

と
考
え
る
。「
背
に
乗
せ
る
恋
が
多
す
ぎ
る
た
め
、
詠
人
の
所
ま
で
馬
が
「
担

う
」
動
作
を
保
持
で
き
る
だ
ろ
う
か
」（
用
例
５
）、「
も
み
じ
し
た
状
態
を
保

持
で
き
る
だ
ろ
う
か
」（
用
例
６
）
の
如
く
で
あ
る
。

用
例
に
よ
る
限
り
、
こ
れ
ら
の
「
ア
フ
」
は
大
き
く
二
つ
の
意
味
が
認
め
ら

れ
る
こ
と
に
な
る

(

注
４)

。
す
な
わ
ち
、
用
例
１
・
２
・
５
・
６
の
「
ア
フ
」
と
用
例

３
・
４
の
「
ア
フ
」
は
同
音
異
義
の
別
語
で
あ
り

(

注
５)

、
複
合
動
詞
の
一
部
と
し
て

働
く
場
合
は
「
合
わ
せ
る
」
意
の
「
ア
フ
」
が
用
い
ら
れ
、
本
動
詞
も
し
く
は

補
助
動
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
る
場
合
に
は
、「
堪
え
る
」
意
の
「
ア
フ
」
が
用

い
ら
れ
て
い
る
可
能
性
が
指
摘
で
き
る
。
図
示
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

た
だ
し
調
査
範
囲
の
限
り
、
左
図
の
う
ち
の
②
「
複
合
す
る
」
意
の
「
ア

フ
」
が
本
動
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
た
例
は
見
出
す
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
本

項
で
は
、
用
例
３
・
４
か
ら
遡
っ
て
推
測
さ
れ
る
本
動
詞
の
意
味
を
②
「
複
合

す
る
」
と
し
て
記
す
に
と
ど
め
る
。
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一
ー
二
　
動
詞
「
ア
フ
」
の
訓
仮
名
表
記
例

本
項
で
は
、「
萬
葉
集
」
に
お
け
る
動
詞
「
ア
フ
」
の
訓
仮
名
表
記
の
例
を

掲
げ
る
。「
萬
葉
集
全
集
本
」
に
よ
っ
て
、
動
詞
「
ア
フ
」
の
例
で
あ
る
と
推

定
で
き
る
例
は
、
調
査
範
囲
の
限
り
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

７
　
足
玉
も
　
手
珠
も
ゆ
ら
に
　
織
る
機
を

君
が
御
衣
に
　
―縫
―ひ
―も
―堪
―へ
―む
―か
―も
―（
―縫
―將
―堪
―可
―聞
）

（
巻
10
・
二
〇
六
五
番
歌
）

８
　
血
沼
廻

ち

ぬ

み

よ
り
　
雨
そ
降
り
來
る
四
極
し
は
つ

の
白
水
郎

あ

ま

網
手
綱
乾
せ
り
　
―濡
―れ
―も
―あ
―へ
―む
―か
―も
―（
―沾
―將
―堪
―香
―聞
）

（
巻
６
・
九
九
九
番
歌
）

９
　
…
黒
髮
敷
き
て
　
人
の
寢
る
　
味
眠
は
寢
ず
て
　
大
船
の
　
ゆ
く
ら
ゆ

く
ら
に
　
思
ひ
つ
つ
　
わ
が
寢
る
夜
ら
を
　
―續よ

―み
―も
―あ
―へ
―む
―か
―も
―（
―續

―文
―將
―敢
―鴨
）

（
巻
13
・
三
二
七
四
番
歌
）

10

兒
ら
が
家
道
　
や
や
間
遠
き
を
　
ぬ
ば
た
ま
の

夜
渡
る
月
に
　
―競
―ひ
―あ
―へ
―む
―か
―も
―（
―競
―敢
―六
―鴨
）

（
巻
３
・
三
〇
二
番
歌
）

11

言
に
出
で
て
　
言
は
ば
ゆ
ゆ
し
み
　
山
川
の

激
つ
心
を
　
―塞
―か
―へ
―た
―り
―け
―り
―（
―塞
―耐
―在
）

（
巻
11
・
二
四
三
二
番
歌
）

12

嘆
き
せ
ば
　
人
知
り
ぬ
べ
み
　
山
川
の

激
つ
情
を
　
―塞
―か
―へ
―て
―あ
―る
―か
―も
―（
―塞
―敢
―而
―有
―鴨
）

（
巻
７
・
一
三
八
三
番
歌
）

13

山
河
に
　
筌う
へ

を
伏
せ
て
　
―も
―り
―も
―あ
―へ
―ず
―（
―不
―肯
―盛
）

年
の
八
歳
を
　
吾
が
竊
ま
ひ
し

（
巻
11
・
二
八
三
二
番
歌
）

14

神
名
火
に
　
ひ
も
ろ
き
立
て
て
　
齋い
は

へ
ど
も

人
の
心
は
　
―ま
―も
―り
―あ
―へ
―ぬ
―も
―の
―（
―間
―守
―不
―敢
―物
）

（
巻
11
・
二
六
五
七
番
歌
）

15

奧
山
の
　
磐
に
蘿
む
し
　
恐
く
も

問
ひ
た
ま
ふ
か
も
　
―思
―ひ
―あ
―へ
―な
―く
―に
―（
―念
―不
―堪
―國
）

（
巻
６
・
九
六
二
番
歌
）

16

月
讀
の
　
光
は
清
く
　
照
ら
せ
れ
ど

惑
へ
る
情
　
―思
―ひ
―あ
―へ
―な
―く
―に
―（
―不
―堪
―念
）（
巻
４
・
六
七
一
番
歌
）

用
例
７
・
８
・
９
・
13
の
よ
う
に
、〈
連
用
形
転
成
名
詞
＋
係
助
詞
「
モ
」
＋

「
ア
フ
」〉
の
形
で
用
い
ら
れ
る
場
合
、
ま
た
、
用
例
10
・
11
・
12
・
14
・
15
・

16
の
よ
う
に
、〈
動
詞
＋
「
ア
フ
」〉
の
形
で
付
訓
さ
れ
る
場
合
が
見
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
は
同
書
の
訓
読
に
よ
る
か
ぎ
り
、
動
詞
「
ア
フ
」
の
例
と
考
え
ら
れ

る
が
、
一
部
付
訓
の
異
な
る
写
本
も
み
ら
れ
る
。「
校
本
萬
葉
集

(

注
６)

」
に
よ
っ
て

異
同
の
あ
る
例
を
整
理
す
る
と
、
後
掲
の
異
同
表
の
よ
う
に
な
る

(

注
７)

。

「
ア
フ
」
訓
の
付
さ
れ
た
字
に
つ
い
て
は
、「
敢
」
字
以
外
に
「
堪
」「
肯
」

「
耐
」
字
が
あ
る
が
、
後
掲
の
異
同
表
、
用
例
８
の
「
タ
ヘ
ム
ス
ル
カ
モ
」（
細
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井
本
萬
葉
集
）
の
よ
う
に
「
敢
」
字
を
「
タ
フ
」
で
訓
ず
る
場
合
、
ま
た
用
例

13
の
「
ま
も
り
か
へ
」（
嘉
暦
傳
承
本
萬
葉
集
）
の
よ
う
に
「
カ
フ
」
を
用
い

る
例
も
み
ら
れ
る
。〈
動
詞
＋
「
ア
フ
」〉
の
形
を
と
る
場
合
の
「
ア
フ
」
の
意

味
内
容
が
、「
堪
」「
肯
」「
耐
」
等
の
字
義
、
ま
た
は
動
詞
「
タ
フ
」「
カ
フ
」

の
意
味
内
容
と
類
似
す
る
も
の
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。

各
歌
の
詠
歌
内
容
に
つ
い
て
は
、
前
項
で
提
示
し
た
本
動
詞
①
「
た
え
る
」

の
う
ち
、〈
動
詞
に
下
接
〉
し
た
場
合
の
意
味
「〈
動
詞
〉
の
状
態
を
保
持
す

る
」
を
も
っ
て
解
釈
し
う
る
よ
う
に
思
う
。「
萬
葉
集
全
集
本
」
を
も
と
に
解

釈
す
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
で
あ
る

(

注
８)

。

７
　
足
玉
も
手
玉
も
鳴
る
ほ
ど
せ
っ
せ
と
織
っ
て
い
る
布
を
君
の
着
物
に
―縫

―い
―お
―お
―せ
―る
だ
ろ
う
か
。

８
　
千
沼
の
あ
た
り
か
ら
雨
が
降
っ
て
き
ま
し
た
な
あ
。
四
極
の
海
人
が
乾

し
た
網
手
綱
が
―濡
―れ
―て
―し
―ま
―う
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

９
　
人
並
み
の
共
寝
も
せ
ず
に
、
大
船
の
ゆ
ら
ゆ
ら
揺
れ
て
恋
し
く
思
い
な

が
ら
私
の
寝
る
夜
は
、
―数
―え
―切
―れ
よ
う
か
。

10

妻
の
家
ま
で
の
道
の
り
は
ち
ょ
っ
と
遠
い
が
、
ぬ
ば
た
ま
の
夜
空
を
渡

る
月
よ
り
速
く
着
く
だ
ろ
う
か
。（
月
と
「
競
っ
」
て
―競
―――い
―き
―れ
る
だ
ろ

う
か
）」

11

口
に
出
し
て
言
え
ば
不
吉
な
の
で
、
山
川
の
よ
う
に
ほ
と
ば
し
る
心
を

じ
っ
と
塞
き
と
め
て
い
る
。（
せ
き
止
め
た
状
態
を
―保
―持
―し
―て
い
る
）

12

嘆
い
た
ら
人
に
知
ら
れ
そ
う
な
の
で
、
谷
川
の
よ
う
に
ほ
と
ば
し
る
心

を
じ
っ
と
塞
き
と
め
て
い
る
の
で
す
。（
せ
き
止
め
た
状
態
を
―保
―持
―し
―て

い
る
）

13

山
川
に
筌う
へ

を
仕
掛
け
て
、
番
を
―し
―き
―れ
―な
―い
の
で
、
八
年
間
も
私
は
く

す
ね
て
や
っ
た
。

14

神
奈
備
に
ひ
も
ろ
き
を
立
て
て
慎
み
祈
る
の
だ
が
、
人
の
心
と
い
う
も

の
は
―守
―り
―き
―れ
―な
―い
も
の
だ
。

15

奥
山
の
岩
に
生
え
る
苔
の
よ
う
に
厳
し
く
も
お
た
ず
ね
に
な
る
こ
と
よ
。

（
私
は
）
歌
を
―思
―い
―つ
―く
―こ
―と
―も
―で
―き
―な
―い
―の
―に
。

16

こ
の
月
の
光
は
清
く
照
ら
し
て
い
ま
す
が
、
千
千
に
乱
れ
た
心
に
は
お

訪
ね
す
る
な
ど
思
い
も
寄
り
ま
せ
ん
。（
思
う
と
い
う
動
作
を
―し
―き
―れ
―ま

―せ
―ん
）

【
異
同
表
】

用
例
７
「
ヌ
ヒ
モ
ア
ヘ
ム
カ
モ
」
―
「
ヌ
ヒ
ア
ヘ
ム
カ
モ
」（
寛
永
版
萬
葉
集
）

「
ぬ
ひ
て
き
せ
む
か
も
」（
元
暦
校
本
萬
葉
集
・

類
聚
古
集
・
天
治
本
萬
集
）

「
ヌ
ヒ
テ
キ
セ
ム
カ
モ
」（
神
田
本
萬
葉
集
）

「
ヌ
ヒ
ア
エ
ム
カ
モ
」、「
縫
將
堪
」
左
傍
「
ヌ

ヒ
テ
キ
セ
ム
」（
細
井
本
萬
葉
集
）

「
縫
將
堪
」
左
傍
赭
「
ヌ
ヒ
テ
キ
セ
ム
カ
モ
」
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（
京
都
帝
国
大
学
本
萬
葉
集
）

用
例
８
「
ヌ
レ
モ
ア
ヘ
ム
カ
モ
」
―
「
ヌ
レ
テ
タ
ヘ
ム
カ
モ
」（
寛
永
版
萬
葉
集
）

「
タ
ヘ
ム
ス
□
カ
モ
」（
元
暦
校
本
萬
葉
集
）

「
こ
れ
は
た
へ
む
か
も
」、
墨
に
て
「
こ
」
抹

消
（
類
聚
古
集
）

「
タ
ヘ
ム
ス
ル
カ
モ
」（
細
井
本
萬
葉
集
）

「
ヌ
レ
ハ
タ
エ
ム
カ
モ
」（
古
葉
略
類
聚
鈔
・

神
田
本
萬
葉
集
）

「
ヌ
レ
テ
タ
エ
ン
カ
モ
」（
西
本
願
寺
本
萬

葉
集
）

「
ヌ
レ
テ
タ
エ
ム
カ
モ
」（
温
故
堂
本
萬
葉
集
）

「
沾
」
左
傍
赭
「
ヌ
レ
ハ
」（
京
都
帝
国
大
学

本
萬
葉
集
）

「
ヌ
レ
ハ
タ
ヘ
ム
カ
モ
」（
萬
葉
代
匠
記
初

稿
本
）

「
ヌ
レ
ア
ヘ
ム
カ
モ
」（
萬
葉
集
古
義
）

用
例
９
「
ヨ
ミ
モ
ア
ヘ
ム
カ
モ
」
―
「
ツ
キ
モ
ア
ヘ
ム
カ
モ
」（
寛
永
版
萬
葉
集
）

「
文
」
右
傍
墨
「
モ
」（
類
聚
古
集
）

訓
「
ヨ
ミ
モ
ア
ヘ
ム
カ
モ
」（
萬
葉
代
匠
記
初

稿
本
）

用
例
10
「
キ
ホ
ヒ
ア
ヘ
ム
カ
モ
」
―
「
き
を
ひ
あ
へ
む
か
も
」（
類
聚
古
集
）

「
キ
ヲ
ヒ
ア
ヘ
ン
カ
モ
」（
神
田
本
萬
葉
集
）

用
例
11
「
セ
カ
ヘ
タ
リ
ケ
リ
」
―

「
セ
キ
ソ
カ
子
タ
ル
」（
寛
永
版
萬
葉
集
）

「
セ
キ
ソ
カ
ネ
ツ
ル
」（
嘉
暦
傳
承
本
萬
葉
集
・

類
聚
古
集
）

「
耐
在
」
左
傍
「
タ
ヘ
タ
ル
」（
神
宮
文
庫
本

萬
葉
集
）

用
例
12
「
セ
カ
ヘ
テ
ア
ル
カ
モ
」
―
「
セ
カ
ヘ
タ
ル
カ
モ
」（
寛
永
版
萬
葉
集
）

右
傍
赭
「
セ
キ
ヨ
リ
テ
ア
ル
カ
モ
」
赭
右
傍

墨
「
ト
イ
」（
元
暦
校
本
萬
葉
集
）

「
せ
き
と
り
て
か
も
」（
類
聚
古
集
）

「
セ
キ
ト
リ
テ
ア
ル
カ
モ
」（
古
葉
略
類
聚
鈔
・

神
田
本
萬
葉
集
）

「
塞
取
」
左
傍
「
セ
キ
ア
ヘ
ス
」（
温
故
堂
本

萬
葉
集
）

用
例
13
「
モ
リ
モ
ア
ヘ
ズ
」
―

「
モ
リ
カ
ヘ
ニ
」（
寛
永
版
萬
葉
集
）

「
ま
も
り
か
へ
」（
嘉
暦
傳
承
本
萬
葉
集
）

「
モ
リ
ア
ヘ
ヌ
」（
西
本
願
寺
本
萬
葉
集
）

用
例
14
「
マ
モ
リ
ア
ヘ
ヌ
モ
ノ
」
―
「
マ
モ
リ
ア
ヘ
ヌ
カ
モ
」（
寛
永
版
萬
葉
集
）

「
不
敢
物
」
左
「
ア
ヘ
ス
モ
」（
神
宮
文
庫
本

萬
葉
集
）

用
例
15
「
オ
モ
ヒ
ア
ヘ
ナ
ク
ニ
」
―
「
オ
モ
ヒ
タ
ヘ
ナ
ク
ニ
」（
寛
永
版
萬
葉
集
）
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「
オ
モ
タ
ヘ
ナ
ク
ニ
」（
類
聚
古
集
）

「
ヲ
モ
ヒ
ア
ヘ
ナ
ク
ニ
」（
元
暦
校
本
萬
葉
集
）

「
ヲ
モ
ヒ
タ
ヘ
ナ
ク
ニ
」（
古
葉
略
類
聚
鈔
・

細
井
本
萬
葉
集
）

用
例
16
「
オ
モ
ヒ
ア
ヘ
ナ
ク
ニ
」
―
「
タ
ヘ
ス
オ
モ
ホ
ユ
」（
寛
永
版
萬
葉
集
）

「
タ
ヘ
シ
ト
ソ
オ
モ
フ
」（
萬
葉
考
）

以
上
、「
萬
葉
集
」
に
見
ら
れ
る
動
詞
「
ア
フ
」
の
意
味
内
容
と
出
現
形
態

に
つ
い
て
検
証
し
た
。

掲
げ
た
十
六
例
の
う
ち
、
音
仮
名
表
記
と
訓
仮
名
表
記
の
例
を
合
わ
せ
て

も
、
動
詞
「
ア
フ
」
が
単
独
で
用
い
ら
れ
る
例
は
二
例
し
か
見
ら
れ
な
い
。
と

も
に
前
項
で
記
し
た
①
「
た
え
る
」
の
意
で
用
い
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
残
る
十

四
例
の
う
ち
十
二
例
は
、「
保
持
す
る
」
の
意
で
、
補
助
動
詞
的
に
用
い
ら
れ
、

①
「
た
え
る
」
意
か
ら
派
生
し
た
と
考
え
ら
れ
る
例
で
あ
る
。

②
「
複
合
す
る
」
の
意
で
用
い
ら
れ
る
例
も
二
例
み
ら
れ
る
が
、
考
察
の
か

ぎ
り
、「
萬
葉
集
」
に
お
け
る
動
詞
「
ア
フ
」
の
意
味
と
し
て
は
①
「
た
え
る
」

意
及
び
そ
こ
か
ら
派
生
し
た
「
保
持
す
る
」
意
が
支
配
的
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

る
。
次
節
で
は
、
こ
の
考
察
結
果
を
踏
ま
え
、
動
詞
「
ア
フ
」
か
ら
副
詞
「
ア

ヘ
テ
」
へ
の
変
遷
の
様
相
を
考
察
す
る
。

一
ー
三
「
萬
葉
集
」
に
お
け
る
「
ア
ヘ
テ
」
の
出
現
状
況
と
意
味

こ
こ
で
は
、
前
節
で
考
察
し
た
動
詞
「
ア
フ
」
の
意
味
内
容
と
の
比
較
の
観

点
か
ら
、「
萬
葉
集
」
に
お
け
る
「
ア
ヘ
テ
」
の
例
を
考
察
す
る
。「
萬
葉
集
」

に
見
ら
れ
る
「
ア
ヘ
テ
」
の
例
は
次
の
三
例
で
あ
る
。

17

…
磯
隠
り
ゐ
て
　
何
時
し
か
も
　
こ
の
夜
の
明
け
む
と
　
さ
も
ら
ふ
に

眠
の
寝
か
て
ね
ば
　
瀧
の
上
の
　
浅
野
の
雉
　
明
け
ぬ
と
し
　
立
ち
騷
く

ら
し
　
い
ざ
兒
等
―あ
―へ
―て
―（
―安
―倍
―而
）
漕
ぎ
出
む
に
は
も
静
け
し

（
三
八
八
番
歌
）

18

大
目
秦
忌
寸
八
千
島
の
館
に
し
て
宴
す
る
歌
一
首

奈
呉
の
海
人
の
　
釣
す
る
舟
は
　
今
こ
そ
ば

船
C
打
ち
て
　
―あ
―へ
―て
―（
―安
―倍
―弖
）
漕
ぎ
出
め
（
三
九
五
六
番
歌
）

19

由
良
の
崎
　
潮
干
に
け
ら
し
　
白
神
の

磯
の
浦
廻
を
　
―あ
―へ
―て
―（
―敢
―而
）
漕
ぐ
な
り

（
一
六
七
一
番
歌
）

用
例
17
は
、
船
旅
の
際
の
詠
歌
で
あ
る
。
潮
騒
の
激
し
さ
を
恐
れ
て
磯
に
隠

れ
居
た
の
だ
が
、
雉
の
声
が
し
、
夜
が
明
け
た
こ
と
を
知
る
。
見
る
と
、
海
面
に

は

も
静
か
に
凪
い
で
い
る
。
そ
う
い
う
状
況
下
で
、
船
頭
達
に
船
出
を
催
促
す
る

そ
の
言
葉
の
中
に
「
ア
ヘ
テ
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
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「
萬
葉
集
全
集
本
」
で
は
、「
ア
ヘ
テ
」
を
「
押
し
切
っ
て
」
と
す
る
。
前
夜

は
「
潮
騷
の
波
を
恐
み
」
居
た
の
で
あ
る
し
、「
何
時
し
か
も
こ
の
夜
の
明
け

む
」
と
夜
明
け
を
も
待
ち
望
ん
で
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
船
頭
た
ち
の
反
応

は
知
り
得
な
い
が
、
前
夜
に
航
行
不
能
と
な
っ
た
経
緯
か
ら
し
て
、
航
行
再
開

に
楽
観
的
に
な
れ
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
い
か
。
そ
う
し
た
状
況
下
で
は
、

「
萬
葉
集
全
集
本
」
の
解
釈
の
よ
う
に
、「（
躊
躇
す
る
気
持
ち
を
）
押
し
切
っ

て
漕
ぎ
出
す
」
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
そ
う
し
た
状
況
の
も
と
、
船
頭
達
を
鼓
舞
す
る
詠
で
あ
る
と
す
る

と
、
本
動
詞
①
「
た
え
る
」
を
踏
ま
え
て
「
さ
あ
船
頭
た
ち
よ
。（
尻
込
み
す

る
気
持
ち
を
）
た
え
て
漕
ぎ
出
で
よ
う
」
と
も
解
釈
で
き
る
よ
う
に
思
う
。

一
方
で
「
ア
ヘ
テ
」
を
本
動
詞
の
②
「
複
合
す
る
」
の
意
で
解
釈
す
る
こ
と

も
で
き
る
。
そ
の
場
合
、「
さ
あ
船
頭
た
ち
よ
。（
力
を
）
合
わ
せ
て
漕
ぎ
出
で

よ
う
」
と
、
詠
人
が
船
頭
に
対
し
て
、
よ
り
具
体
的
な
指
示
を
出
し
た
形
に
な

ろ
う
か
。

用
例
18
に
は
、「
右
は
、
舘
の
客
屋
に
し
て
居
な
が
ら
蒼
海
を
望
む
。
よ
り

て
主
人
こ
の
歌
を
作
れ
り
」
の
左
注
が
付
さ
れ
る
。
八
千
島
の
館
の
客
屋
で
宴

会
を
し
た
お
り
、
み
な
で
海
に
漕
ぎ
だ
そ
う
と
い
う
話
に
な
っ
た
と
推
測
で
き

る
。「
全
集
本
萬
葉
集
」
が
「
船
C
打
ち
て
」
を
「
舷
々
相
摩ま

す
勢
い
で
」
と

す
る
こ
と
、
ま
た
左
注
か
ら
推
測
す
る
限
り
、
宴
会
の
折
、
場
の
雰
囲
気
で

「
海
に
漕
ぎ
だ
そ
う
」
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
上
で
の
詠
歌
と
思
わ
れ
る
こ
と

を
考
慮
す
る
と
、
船
出
を
躊
躇
す
る
要
素
は
見
出
し
に
く
い
。
こ
の
場
合
は

「
ア
ヘ
テ
」
を
「（
力
を
）
合
わ
せ
て
」
と
、
②
「
複
合
す
る
」
の
意
で
解
釈
す

る
の
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。

用
例
19
は
、「
ア
フ
」
を
「
た
え
る
」
意
と
解
釈
す
れ
ば
、「
由
良
の
崎
は
潮

が
引
い
た
よ
う
だ
。
白
神
の
磯
の
浦
を
船
が
（
漕
ぎ
に
く
い
現
状
を
）
た
え
な

が
ら
漕
い
で
い
る
」
と
な
り
、「
複
合
す
る
」
意
に
解
釈
す
れ
ば
「
潮
が
引
い

た
白
神
の
磯
の
浦
を
、
船
員
が（
力
を
）合
わ
せ
て
漕
い
で
い
る
」
と
な
ろ
う
。

三
例
と
も
、「
ア
ヘ
テ
」
が
「
漕
ぐ
」
と
い
う
動
詞
を
修
飾
し
て
お
り
、
解

釈
上
、
用
例
３
・
４
の
よ
う
に
動
詞
に
上
接
し
て
「
合
わ
せ
て
」
の
意
を
表
す

例
と
共
通
し
う
る
も
の
で
あ
る
。

本
動
詞
の
①
「
た
え
る
」
意
を
以
て
解
釈
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
が
、「
た

え
る
」
意
で
用
い
ら
れ
る
場
合
、
補
助
動
詞
と
し
て
の
例
が
ほ
と
ん
ど
で
あ

り
、
他
の
動
詞
を
修
飾
す
る
形
に
発
展
す
る
と
は
考
え
に
く
い
。

こ
こ
か
ら
、
用
例
17
・
18
・
19
の
三
例
は
本
動
詞
の
②
「
複
合
す
る
」
の
意

で
用
い
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
そ
う
で
あ
る
が
、
そ
の
場
合
問
題
な
の
は
、

②
「
複
合
す
る
」
の
意
で
用
い
ら
れ
る
場
合
の
「
ア
フ
」
は
他
動
詞
で
あ
る
に

も
関
わ
ら
ず
、
何
を
「
ア
ヘ
（
＝
複
合
さ
せ
）
る
の
か
」
と
い
う
点
、
す
な
わ

ち
目
的
語
が
明
示
さ
れ
な
い
点
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
当
該
三
例
に
お

け
る
「
ア
フ
」
を
自
動
詞
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
先
の
考
察
と
矛
盾
す
る
。

ま
た
先
述
の
如
く
、
本
動
詞
の
①
「
た
え
る
」
意
を
以
て
し
て
も
解
釈
が
可
能

で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
例
が
本
動
詞
の
①
・
②
い
ず
れ
の
意
で
用
い
ら
れ
て
い
る

か
は
判
断
し
が
た
い
。
即
断
は
避
け
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
修
飾
―
被
修
飾
関
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係
を
持
つ
と
い
う
点
を
重
視
す
れ
ば
、
当
該
三
例
に
お
け
る
「
ア
ヘ
テ
」
は
、

用
例
３
・
４
の
よ
う
に
〈
ア
ヘ
＋
動
詞
〉
の
形
で
複
合
動
詞
の
一
部
と
し
て
働

く
「
ア
フ
」
の
例
か
ら
発
展
し
た
も
の
す
る
の
が
穏
当
と
考
え
る
。

二
　
日
本
漢
文
資
料
に
お
け
る
「
敢
」「
堪
」「
耐
」「
肯
」

字
の
用
字
と
付
訓

こ
こ
で
は
萬
葉
集
に
み
ら
れ
た
「
敢
」「
堪
」「
耐
」「
肯
」
の
四
字
の
使
用

実
態
に
つ
い
て
、
日
本
漢
文
資
料
「
日
本
書
紀
」「
古
事
記
」「
風
土
記
」「
寧

樂
遺
文
」
収
載
の
諸
文
書
の
そ
れ
ぞ
れ
の
資
料
を
も
と
に
考
察
す
る
。

調
査
の
結
果
、「
耐
」
字
の
み
使
用
例
が
見
ら
れ
な
い
も
の
の

(

注
９)

、「
敢
」「
堪
」

「
肯
」
字
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
用
例
が
見
ら
れ
た

(
注
10)

。
以
下
実
際
の
用
例
を
も

と
に
確
認
す
る
。
な
お
、
各
用
例
の
付
訓
は
、
国
史
大
系
本
・
日
本
古
典
文
学

大
系
本
収
載
の
諸
本
に
よ
っ
て
推
定
さ
れ
た
訓
に
従
っ
た
。

二
ー
一

「
敢
」
字
の
用
字
と
そ
の
付
訓
の
実
態

見
出
し
た
「
敢
」
字
の
用
例
の
う
ち
、「
敢
」
字
を
「
ア
フ
」
と
訓
じ
た
例

は
み
ら
れ
な
い
。
ほ
と
ん
ど
が
「
ア
ヘ
テ
」
と
訓
じ
ら
れ
た
例
、
ま
た
は
助
詞

「
テ
」
の
み
が
付
さ
れ
た
例
で
あ
っ
た
。

以
下
、「
敢
」
字
の
用
例
と
同
字
に
付
さ
れ
た
訓
に
つ
い
て
、
そ
の
代
表
的

な
も
の
を
掲
げ
る
。
日
本
書
紀
の
用
例
に
つ
い
て
は
、（

）
に
日
本
古
典
文

学
大
系
本
の
訓
読
を
併
記
し
た

(

注
11)

。

〈
ア
ヘ
テ
も
し
く
は
助
詞
の
テ
の
み
が
付
訓
さ
れ
る
例
〉

20

寧
可
以
口
吐
之
物
、

―敢ア
ヘ
テ

養
我
乎
。

〈
日
本
書
紀
・
神
代
巻
〉

（
寧
ぞ
口
よ
り
吐
れ
る
物
を
以
て
、
敢
へ
て
我
に
養
ふ
べ
け
む
）

21

如
何
棄
置
當
就
之
國
、
而

―敢ア
ヘ
テ

窺
D
此
處
乎
。〈
日
本
書
紀
・
神
代
巻
〉

（
如
何
ぞ
就
く
べ
き
國
を
棄
て
置
き
て
、
敢
へ
て
窺
D
此
の
處
を
窺
D
ふ
や
）

22

今
我
也
弟
之
。
且
文
獻
不
レ
足
。
何
―敢テ

繼
二
嗣
位
一
、
登
二
天
業
一
乎
。

〈
日
本
書
紀
・
仁
徳
即
位
前
紀
〉

（
今
我
は
弟
な
り
。
且
文
獻
足
ら
ず
。
何
ぞ
敢
へ
て
嗣
位
に
繼
ぎ
て
、
天
業
登
ら

む
や
）

以
下
に
、
各
用
例
の
背
景
の
概
略
を
確
認
す
る
。

用
例
20
は
、
下
界
に
下
っ
た
月
夜
見
尊
を
保
食
神
が
接
待
す
る
場
面
で
、
饗

応
の
た
め
の
料
理
を
口
か
ら
出
し
た
の
に
月
夜
見
尊
が
激
怒
す
る
場
面
で
あ
る
。

「
ど
う
し
て
口
か
ら
は
き
出
し
た
も
の
な
ど
で
、
無
理
に
私
を
も
て
な
そ
う
と

い
う
の
か
」
の
意
に
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

用
例
21
は
素
戔
嗚
尊
が
、
姉
天
照
大
神
を
訪
ね
て
高
天
原
に
登
る
場
面
で
あ

る
。
国
を
奪
わ
れ
る
と
思
っ
た
天
照
大
神
が
「
伊
弉
諾
と
伊
弉
冉
が
諸
神
に
国

を
授
け
て
境
を
保
た
し
め
て
い
る
の
に
、
な
ぜ
自
ら
の
国
を
顧
み
ず
殊
更
に
私
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の
所
に
こ
よ
う
と
い
う
の
か
」
と
嘆
く
場
面
で
あ
る
。

用
例
22
は
、
菟
道
稚
郎
子

う
ち
の
わ
き
い
ら
つ
こ

が
、
皇
位
継
承
に
あ
た
り
、
兄
で
あ
る
大
鷦
鷯

お
ほ
さ
ざ
き

尊

に
譲
位
す
る
場
面
で
、「
私
は
弟
で
あ
り
、
し
か
も
見
識
に
乏
し
い
者
で
す
。

（
そ
の
よ
う
な
者
が
）
ど
う
し
て
殊
更
に
皇
位
を
継
承
し
、
天
下
を
治
め
る
に

足
る
で
し
ょ
う
か
」
と
理
解
で
き
る
。

〈
タ
ケ
キ
ヒ
ト
と
付
訓
さ
れ
る
例
〉

23

天
皇
遣
二
春
日
小
野
臣
大
樹
一
領
二
―敢
―死
―士

タ
ケ
キ
ヒ
ト

一
百
一
…

〈
日
本
書
紀
・
雄
略
紀
十
三
年
八
月
〉

（
天
皇
、
春
日
小
野
臣
大
樹
を
遣
し
て
敢
死
士

た
け
き
ひ
と

一
百
を
領
て
…
）

24

鞠
レ
旅
會
レ
衆
、
遂
與
定
レ
謀
。
廼
分
命
二
―敢
―死
―者

タ
ケ
キ
ヒ
ト

數
萬
一
、

〈
日
本
書
紀
・
持
統
紀
称
制
前
紀
〉

（
旅
に
鞠
げ
衆
を
會
へ
て
、
遂
に
與
に
謀
を
定
む
。
廼
ち
分
ち
て
―敢
―死
―者

タ
ケ
キ
ヒ
ト

數
萬
に

命
せ
て
、
諸
の
要
害
の
地
に
置
く
。）

〈
国
〉
…
廼
分

ク テ
命

タ二
マ
テ ―敢
―死
―者

タ
ケ
キ
ヒ
ト

數
萬
一
、

〈「
敢
」
字
を
含
む
句
全
体
に
付
訓
さ
れ
る
例
〉

25

時
伊
奘
諾
尊
、
乃
投
其
杖
曰
、
自
此
以
還
、
雷
―不
―敢
―來

エ

コ

ジ

。

〈
日
本
書
紀
・
神
代
上
〉

（
時
に
伊
奘
諾
尊
、
其
の
杖
を
投
て
て
曰
は
く
、
此
よ
り
以
還
、
雷
敢
来
じ
）

〈
国
〉「
雷
不
二
敢
來

エ

コ

ジ

一
」

〈
吉
〉「
雷
不
二
敢
來

ナ

コ

ソ

一
」

用
例
23
は
播
磨
の
文
石
あ
や
し
の

小
麻
呂

お

ま

ろ

を
討
伐
す
る
た
め
、
雄
略
帝
が
春
日
小
野
臣

大
樹
に
百
名
の
兵
を
率
い
て
宅
を
包
囲
さ
せ
る
場
面
、
用
例
24
は
持
統
天
皇
が

天
武
天
皇
と
と
も
に
吉
野
に
落
ち
る
際
の
描
写
で
あ
る
。
ま
た
用
例
25
は
、
死

し
た
伊
弉
冉
に
会
う
た
め
に
黄
泉
に
出
向
い
た
伊
奘
諾
が
、
言
い
つ
け
を
破
っ

て
伊
弉
冉
の
方
を
振
り
返
っ
て
し
ま
い
、
伊
弉
冉
に
追
わ
れ
る
一
幕
で
あ
る
。

追
い
来
る
伊
弉
冉
に
対
し
、
桃
の
木
で
作
っ
た
杖
を
投
げ
つ
け
た
た
め
、
伊
弉

冉
の
体
か
ら
発
す
る
雷
が
伊
奘
諾
の
所
ま
で
届
か
な
い
、
と
い
う
場
面
で
あ

る
。見

出
し
た
例
の
う
ち
「
敢
」
字
単
独
で
動
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
る
例
は
な

く
、
全
て
が
副
詞
の
例
で
あ
る
。
ま
た
「
ア
ヘ
テ
」「
テ
」
以
外
の
付
訓
を
持

つ
例
で
も
、「
敢
」
字
が
他
四
二
例
と
同
様
に
動
詞
（「
死
」「
来
」）
を
修
飾
し

て
い
る
こ
と
に
は
変
わ
り
な
く
、
字
義
と
し
て
は
「
ア
ヘ
テ
」
と
付
訓
さ
れ
た

「
敢
」
字
の
例
と
同
様
と
考
え
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
次
に
、
今
少
し
用
例
を

掲
げ
る
。

26

更
に
、
筑
波
の
岳
に
登
り
ま
し
て
、
亦
客
止
を
請
ひ
た
ま
ひ
き
。
此
の

時
、
筑
波
の
神
答
へ
け
ら
く
、「
今
夜
は
新
粟
甞
す
れ
ど
も
、
―敢
―へ
―て
尊

旨
に
奉
ら
ず
は
あ
ら
じ
（
不
敢
不
奉
尊
旨
）」
と
ま
を
し
き
。
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〈
常
陸
国
風
土
記
　
筑
波
郡
〉

27

巨
狹
山
命
答
へ
て
ま
を
し
し
く
、「
謹
み
て
大
き
命
を
承
り
ぬ
。
―敢
―へ

―て
辭
ぶ
る
と
こ
ろ
な
し
（
無
敢
所
辭
）」
と
ま
を
し
き
。

〈
常
陸
国
風
土
記
　
香
島
郡
〉

28

時
に
、
子
哀
し
み
泣
き
、
面
を
拭
ひ
て
答
へ
け
ら
く
、「
謹
し
み
て
母

の
命
を
承
り
ぬ
。
―敢
―へ
―て
辭
ぶ
る
と
こ
ろ
な
し
（
無
敢
所
辭
）。
…
」

〈
常
陸
国
風
土
記
　
那
賀
郡
〉

29

「
吾
は
兒
な
し
。
請
ふ
ら
く
は
、
天
女
娘
、
汝
、
兒
と
爲
り
ま
せ
」
と

い
ひ
き
。
答
へ
け
ら
く
、「
妾
れ
獨
人
間
に
留
ま
り
つ
。
何
ぞ
―敢
―へ
―て
從

は
ざ
ら
む
（
何
敢
不
從
）。
請
ふ
ら
く
は
衣
裳
を
許
し
た
ま
へ
」
と
い
ひ

き
。

〈
丹
後
国
風
土
記
奈
　
具
社
〉

30

俄
に
し
て
、
建
借
間
命
、
大
き
に
權
議
を
起
こ
し
、
―敢
死
み
を
す

つ
る
士
い
く
さ
び
と(

敢

死
之
士
）
を
校
閲

か
と
り
え

り
て
、

〈
常
陸
国
風
土
記
　
行
方
郡
〉

31

戸
主
敢
石
部
龍
麻
呂
戸
―敢
石
部
破
田
壹
町
　
陸
談
、
遭
風
損
六
分

（
寧
樂
遺
文
・
遠
江
國
濱
名
郡
輸
租
帳
）

32

…
意
者
夫
四
時
改
變
、
八
F
推
移
、
俄
頃
須
臾
、
一
周
已
度
、
且
俗
禮

有
限
、
不
―敢
固
違
、
毎
想
提
奨
之
教
…

（
寧
樂
遺
文
・
大
般
若
波
羅
蜜
多
經
五
七
）

33

仍
敬
寫
經
一
百
巻
、
所
爲
既
訖
、
―敢
以
存
敬
伏
願
…

（
寧
樂
遺
文
・
楞
伽
經
巻
二
）

34

同
E
景
福
、
共
沐
禪
流
、
或
變
桑
田
、
―敢
作
頌
曰
…

（
寧
樂
遺
文
・
十
誦
律
第
七
誦
巻
四
二
）

35

草
創
西
林
寺
、
復
以
栴
檀
高
首
・
土
師
長
兄
・
高
連
羊
古
首
・
韓
會
古

首
、
―敢
奉
塔
寺
…

（
寧
樂
遺
文
・
金
剛
阿
彌
陀
佛
造
像
記
）

「
風
土
記
」
で
は
、「
日
本
書
紀
」
と
同
様
に
「
敢
」
が
「
ア
ヘ
テ
」
と
訓
読

さ
れ
、
副
詞
と
し
て
「
奉
」「
辭
」「
從
」
な
ど
の
動
詞
を
修
飾
し
て
い
る
（
用

例
26
・
27
・
28
・
29
）。
ま
た
「
ア
ヘ
テ
」
以
外
の
訓
が
あ
て
ら
れ
る
場
合

（
用
例
30
）
も
、
文
法
上
、
他
の
「
敢
」
字
例
の
よ
う
に
副
詞
用
法
を
と
る
例

と
同
義
と
考
え
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
「
寧
樂
遺
文
」
に
お
け
る
用
例
に

つ
い
て
も
、
地
名
の
一
部
と
し
て
用
い
ら
れ
る
例
以
外
は
、
他
資
料
と
同
様
の

傾
向
が
み
ら
れ
る
。「
萬
葉
集
」
に
お
い
て
は
、「
ア
ヘ
テ
」
の
例
を
本
動
詞
②

「
複
合
す
る
」
意
を
以
て
解
釈
し
た
が
、
日
本
漢
文
資
料
に
み
え
る
用
例
は
「
殊

更
に
」
の
意
で
用
い
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
本
動
詞
①
「
た
え
る
」
意
か

ら
派
生
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。「
た
え
」
て
行
為
を
行
う
こ
と
は
、「
殊
更

に
」
そ
の
行
為
を
行
う
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、「
不
敢
」

や
「
無
敢
」
の
形
で
否
定
辞
を
上
接
し
て
動
詞
を
修
飾
し
、「
決
し
て
〈
動
詞
〉

し
な
い
／
な
い
」
の
よ
う
に
解
釈
で
き
る
例
（
用
例
26
・
27
な
ど
）
も
あ
る

が
、
こ
う
し
た
例
も
「
殊
更
に
」
の
意
を
以
て
解
釈
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
明
確

な
意
志
を
持
っ
て
行
為
を
行
わ
な
い
こ
と
は
、「
決
し
て
〈
動
詞
〉
し
な
い
／

な
い
」
と
い
う
解
釈
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
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二
ー
二

「
堪
」
字
の
用
字
と
そ
の
付
訓
の
実
態

対
象
資
料
中
に
お
い
て
、「
堪
」
字
に
「
ア
フ
」「
ア
ヘ
テ
」
訓
の
付
さ
れ
た

例
は
み
ら
れ
ず
、「
タ
フ
」「
タ
ヘ
タ
リ
」
と
付
訓
さ
れ
る
例
が
多
い
。
ま
た
ほ

と
ん
ど
の
例
が
「
不
堪
」
の
形
で
現
れ
、「
タ
ヘ
ズ
」
の
付
訓
が
な
さ
れ
る
。

36

「
官
船
名
二
枯
野
一
者
、
伊
豆
國
所
貢
之
船
也
。
是
朽
之
―不
―レ
―堪

レ
用
。

…
」

〈
応
神
紀
三
十
一
年
八
月
〉

（「
官
船
の
、
枯
野
と
名
く
る
は
、
伊
豆
國
よ
り
貢
れ
る
船
な
り
。
是
朽
ち
て
用

ゐ
る
に
堪
へ
ず
。
…
」）

〈
国
〉
是
朽
テ

之
不

ズレ
堪タ

エレ
用
二モ

チ
ユ
ル
ニ
〔
北
〕

37

以
二
其
行
業
一
、
―堪

レ
成
二
朕
志
一
。

〈
雄
略
紀
二
十
三
年
八
月
〉

（
其
の
行
業
を
以
す
に
、
朕
が
志
を
成
す
に
堪
へ
た
り
。）

用
例
36
は
「
枯
野
」
と
名
付
け
ら
れ
た
官
船
に
つ
い
て
の
応
神
天
皇
の
言

で
、「
伊
豆
か
ら
献
上
さ
れ
た
こ
の
船
は
、（
永
く
公
用
し
て
い
た
の
で
、
木

が
）
朽
ち
て
実
用
に
は
な
ら
な
い
」
と
解
釈
で
き
る
。
用
例
37
は
、
雄
略
帝
崩

御
の
際
の
言
葉
で
あ
る
。
気
性
が
荒
く
腹
黒
い
星
川
皇
子
を
憂
う
一
方
で
、
異

母
兄
弟
で
あ
る
白
髪
皇
子
の
仁
と
孝
を
誉
め
る
の
で
あ
る
。「
お
前
の
よ
う
な

人
柄
で
あ
れ
ば
、
後
継
者
と
し
て
私
の
志
を
引
き
継
ぐ
に
ふ
さ
わ
し
い
」
と
理

解
で
き
る
。

「
不
堪
」
の
形
を
と
る
全
八
例

(

注
12)

に
つ
い
て
、
後
に
続
く
語
を
見
て
み
る
と
、

「
不
堪
寒
」
の
よ
う
に
「
堪
」
が
「
堪
え
る
」
の
意
で
用
い
ら
れ
る
例
も
見
え

る
も
の
の
、
多
く
が
〈
不
堪
＋
用
言
〉
の
形
で
現
れ
、「〈
用
言
〉
す
る
の
に
不

適
で
あ
る
」
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

「
日
本
書
紀
」
の
「
堪
」
字
の
例
が
多
く
「
適
当
で
あ
る
」「
ふ
さ
わ
し
い
」

の
意
に
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
そ
う
し
た
「
適
当
で
あ
る
」「
ふ

さ
わ
し
い
」
意
の
例
を
「
タ
フ
」
と
訓
じ
た
例
（
用
例
36
・
北
野
神
社
蔵
本
傍

訓
参
照
）
の
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、「
た
え
る
」
ま
た
は
「
保
持
す
る
」
意

で
用
い
ら
れ
る
「
堪
」
字
を
「
ア
フ
」
と
訓
じ
（
用
例
15
・
16
）、「
適
す
る
、

ふ
さ
わ
し
い
」
意
で
用
い
ら
れ
る
「
堪
」
字
を
「
タ
フ
」
と
訓
じ
て
い
た
可
能

性
を
指
摘
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
に
「
堪
」
字
の
用
い
ら
れ
る
文

脈
に
応
じ
て
ふ
さ
わ
し
い
訓
を
使
い
分
け
て
い
る
例
は
「
古
事
記
」「
風
土
記
」

に
も
み
ら
れ
る

(

注
13)

。

二
ー
三

「
肯
」
字
の
用
字
と
そ
の
付
訓
の
実
態

「
肯
」
字
の
例
は
す
べ
て
「
不
肯
」
の
形
で
あ
ら
わ
れ
、「
ア
ヘ
ズ
」、
ま
た

打
消
の
助
動
詞
も
含
め
た
「
カ
ヘ
ニ
ス
」「
カ
ヘ
ズ
」「
ガ
ヘ
ズ
」「
ガ
ヘ
ン
ゼ

ズ
」
の
付
訓
例
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
、「
日
本
書
紀
」
に
お
い
て
、「
ア
ヘ
テ
」

の
一
部
分
（
助
詞
の
「
テ
」）
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
付
訓
の
例
が
一
例
み
ら

れ
た
。

38

今
縱
汝
王
、
自
來
聞
レ
勅
、
吾
―不
―二
―肯
勅
一
。
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〈
日
本
書
紀
・
継
体
紀
二
十
三
年
四
月
〉

（
今
縱
し
汝
が
王
、
自
ら
來
り
て
勅
を
聞
く
と
も
、
吾
肯
へ
て
勅
せ
じ
。）

〈
国
〉
…
吾
不ジ

二
肯
テ
勅
一

39

謹
待
二
三
月
一
、
佇
レ
聞
二
勅
旨
一
、
尚
―不
―レ
―肯

レ
宣
。

〈
日
本
書
紀
・
継
体
紀
二
十
三
年
四
月
〉

（
謹
み
て
三
月
を
待
ち
て
、
勅
の
旨
を
聞
か
む
と
佇
め
ど
も
、
尚
し
宣
り
肯
へ

ず
。）

〈
国
〉
…
尚
不
レ

肯
　

カ
ヘ
ン
セ
ズ

レ
宣ノ
リ

。

40

八
月
、
官
者
吉
備
弓
削
部
虚
空
、
取
急
歸
レ
家
。
吉
備
下
道
臣
前
津
屋

（
或
本
云
、
國
造
吉
備
臣
山
）
留
二
使
虚
空
一
。
經
レ
月
―不
―レ
―肯

レ
聽
二
上
京

都
一
。

〈
日
本
書
紀
・
雄
略
紀
七
年
七
月
〉

（
八
月
に
、
官
者
吉
備
弓
削
部
虚
空
、
取
急
に
家
に
歸
る
。
吉
備
下
道
臣
前
津

屋
、
或
本
に
云
は
く
、（
國
造
吉
備
臣
山
と
い
ふ
。）
虚
空
を
留
め
使
ふ
。
月
を

經
る
ま
で
京
都
に
聽
し
上
ら
せ
肯
へ
に
す
。）

タ
テ
マ
ツ
リ
ア
ゲ
　
ユ
ル
シ
上
ル[

熱]

〈
国
〉
…
經
月
不
肯
聽
上
京
　
　
都
。

ミ
ヤ
コ
ニ
マ
ウ
ボ
ラ
セ
カ
ヘ
ニ
ス
﹇
寮
﹈

用
例
38
は
新
羅
か
ら
の
侵
攻
に
悩
む
任
那
の
要
請
を
受
け
た
近
江
毛
野
臣
が
、

天
皇
の
勅
を
伝
え
る
べ
く
新
羅
・
百
済
の
王
を
呼
ん
で
原
因
を
糺
し
、
新
羅
と

任
那
を
和
解
さ
せ
ん
と
す
る
場
面
で
あ
る
。「
今
仮
に
百
済
の
王
が
出
向
い
て

き
て
（
継
体
帝
の
）
勅
の
如
何
を
尋
ね
た
と
し
て
も
、
私
は
決
し
て
話
す
も
の

か
」
の
意
に
解
せ
る
。
百
済
の
臣
の
無
礼
な
態
度
に
立
腹
し
た
近
江
毛
野
臣
に

し
て
み
れ
ば
、
単
に
「
肯か

へ
ず
」
と
し
て
「
許
可
し
な
い
」
こ
と
を
述
べ
る
の

み
で
は
不
足
で
あ
っ
て
、
無
礼
を
受
け
た
こ
と
に
よ
る
憤
慨
を
表
現
す
る
た
め

に
は
「
ア
ヘ
テ
…
ズ
」
の
持
つ
「
決
し
て
…
（
し
な
い
）」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
が

必
要
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
用
例
39
、
近
江
毛
野
臣
の
従
者
の
態
度
か
ら
、
百
済
へ
の
敵
対
心
を
見

て
取
っ
た
あ
る
乞
者
の
言
に
「
尚
不
肯
宣
」
が
用
い
ら
れ
る
。「
三
ヶ
月
の
間

身
を
慎
ん
で
勅
を
待
っ
た
の
に
、
や
は
り
伝
え
て
く
れ
な
い
」
の
よ
う
に

な
る
。

用
例
40
は
吉
備
下
道
臣
前
津
屋
が
、
帰
宅
し
た
吉
備
弓
削
部
虚
空
を
家
に
と

ど
め
置
き
、
月
が
過
ぎ
る
ま
で
都
に
上
る
こ
と
を
許
さ
な
い
場
面
で
あ
る
。「
カ

ヘ
ニ
ス
」
は
「
許
可
し
な
か
っ
た
」
の
意
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、「
肯
」
字
は
補
助
動
詞
的
に
、「（〈
動
詞
〉
す
る
こ
と
を
）
許

可
す
る
」「
受
け
入
れ
る
」
の
意
で
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
う

し
た
意
味
は
「
ア
フ
」
に
は
見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、「
肯
」
字
に
「
ア

フ
」
の
付
訓
が
な
さ
れ
る
例
も
み
ら
れ
る
。

41

「
妾
が
弟
、
名
を
健
津
三
間
と
い
ひ
て
、
健
村
の
里
に
住
め
り
。
此
の

人
、
美
し
き
玉
有
た
り
。
名
を
石
上
の
神
の
木
蓮
子
玉
と
い
ふ
。
愛
し
み
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て
固
く
藏
し
、
他
に
示
せ
―肯あ

へ
ず
（
不
肯
示
他
）」
と
ま
を
し
き
。

〈
出
雲
国
風
土
記
　
彼
杵
郡
〉

42

大
家
嶋
　
郡
の
西
に
あ
り
。
昔
者
、
纏
向
の
日
代
の
宮
に
御
宇
し
め
し

し
天
皇
、
巡
り
幸
し
し
時
、
此
の
村
に
土
蜘
蛛
あ
り
、
名
を
大
身
と
い

ひ
き
。
恆
に
皇
命
に
拒
ひ
て
、
降
服
ひ
―肯あ

へ
ざ
り
き
（
不
肯
降
服
）。

〈
肥
前
国
風
土
記
　
松
浦
郡
〉

用
例
41
の
場
合
、
秘
蔵
し
て
い
る
玉
を
見
せ
る
行
為
を
保
持
す
る
た
め
に

は
、
所
有
者
で
あ
る
健
津
三
間
が
見
せ
る
行
為
を
受
け
入
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
用
例
42
も
、
土
蜘
蛛
側
が
「
降
伏
」
を
受
け
入
れ
な
け
れ
ば
「
降
伏
」
状

態
を
保
持
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
先
の
「
堪
」
字
の
付
訓
と
同
様
に
、
文

脈
に
応
じ
て
最
適
な
付
訓
が
選
択
さ
れ
た
結
果
、「
肯
」
字
に
「
ア
フ
」
訓
が

付
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

む
す
び

本
稿
で
は
、
《
動
詞
連
用
形
＋
接
続
助
詞
テ
》
型
の
副
詞
の
中
か
ら
、「
ア

ヘ
テ
」
を
と
り
あ
げ
、
副
詞
の
構
成
要
素
と
考
え
ら
れ
る
下
二
段
活
用
の
動
詞

「
ア
フ
」
の
意
味
・
用
法
を
、
上
代
の
資
料
に
見
ら
れ
る
用
例
か
ら
考
察
し
た
。

考
察
対
象
と
し
た
の
は
「
萬
葉
集
」「
古
事
記
」「
日
本
書
紀
」「
風
土
記
」、

加
え
て
「
寧
樂
遺
文
」
収
載
の
諸
文
書
で
あ
る
。

「
萬
葉
集
」
に
見
え
る
動
詞
「
ア
フ
」
は
、
大
き
く
二
種
類
に
分
け
ら
れ
る

よ
う
に
思
う

(

注
14)

。
①
「
た
え
る
」
意
の
「
ア
フ
」
と
、
②
「
複
合
す
る
」
意
の

「
ア
フ
」
で
あ
る
。

①
　
「
た
え
る
」
意
で
解
釈
さ
れ
る
例
の
多
く
は
、
補
助
動
詞
的
に
用
い
ら
れ

て
い
る
。
他
の
動
詞
に
下
接
し
、「（〈
動
詞
〉
の
状
態
で
）
た
え
る
」
す
な

わ
ち
「
保
持
す
る
」
意
を
表
す
例
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

②
　
「
複
合
す
る
」
意
の
例
は
、
調
査
範
囲
に
お
い
て
二
例
し
か
見
ら
れ
な
い

も
の
の
、
他
の
動
詞
に
上
接
し
、
複
合
動
詞
の
一
部
と
し
て
「
合
わ
せ
て

〈
動
詞
〉
す
る
」
意
を
表
す
も
の
で
あ
る
。

「
ア
ヘ
テ
」
は
三
例
が
見
ら
れ
、
す
べ
て
動
詞
「
漕
ぐ
」
を
修
飾
す
る
例
で

あ
っ
た
。
三
例
と
も
動
詞
「
ア
フ
」
の
ど
ち
ら
の
意
で
も
解
釈
可
能
な
例
で

あ
る
。「
ア
ヘ
テ
」
が
副
詞
と
し
て
動
詞
の
意
味
内
容
か
ら
乖
離
し
、
独
自
の

意
味
を
有
し
て
い
る
と
は
考
え
に
く
い
。

第
二
節
で
は
、「
萬
葉
集
」
に
お
け
る
考
察
を
踏
ま
え
、「
日
本
書
紀
」「
古

事
記
」「
風
土
記
」
な
ど
の
日
本
漢
文
資
料
を
用
い
、「
萬
葉
集
」
に
お
い
て

「
ア
フ
」
訓
の
み
ら
れ
た
「
敢
」「
堪
」「
肯
」
字
に
つ
い
て
、
用
字
及
び
付
訓

の
考
察
を
行
っ
た
。

「
敢
」
字
は
「
殊
更
に
」
や
、
否
定
辞
を
伴
っ
て
「
決
し
て
〈
動
詞
〉
し
な

い
／
な
い
」
の
よ
う
に
副
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
、
専
ら
「
ア
ヘ
テ
」
ま
た
は
助

詞
の
「
テ
」
の
付
訓
が
な
さ
れ
る
。「
堪
」
字
は
「
適
す
る
」
の
意
で
動
詞
と

し
て
働
き
、
多
く
「
タ
フ
」
と
訓
じ
ら
れ
る
。「
タ
フ
」
訓
以
外
で
は
、「
不

堪
」
の
形
で
「
ア
ヘ
ズ
」
の
訓
を
持
つ
例
も
見
ら
れ
た
。「
肯
」
字
は
、
副
詞
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と
し
て
働
く
場
合
に
「
ア
ヘ
テ
」
訓
を
持
つ
例
も
見
ら
れ
る
（
用
例
38
）
も
の

の
、
多
く
は
「
カ
フ
」
と
訓
じ
ら
れ
「
許
可
す
る
」「
う
け
い
れ
る
」
の
意
を

有
す
る
動
詞
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
動
詞
と
し
て
働
く
「
堪
」「
肯
」
字
に
関
し
て
は
、「
タ
フ
」

「
カ
フ
」
以
外
の
、
字
義
と
の
結
び
つ
き
が
さ
ほ
ど
認
め
ら
れ
な
い
和
語
で
あ

っ
て
も
、
文
脈
か
ら
よ
り
ふ
さ
わ
し
い
意
味
内
容
を
持
つ
和
語
が
訓
と
し
て
選

択
さ
れ
た
可
能
性
が
指
摘
で
き
る
。
対
し
て
、
副
詞
と
し
て
働
く
「
敢
」
字
の

場
合
、「
ア
ヘ
テ
」
以
外
の
訓
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。

「
萬
葉
集
」
の
音
仮
名
表
記
「
ア
ヘ
テ
」
三
例
に
つ
い
て
は
、
動
詞
「
ア
フ
」

の
二
つ
の
意
味
①
「
た
え
る
」、
②
「
複
合
す
る
」
の
う
ち
、
ど
ち
ら
を
以
て

も
動
詞
と
し
て
解
釈
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
が
、
日
本
漢
文
資
料
に
お
い

て
は
、
当
該
漢
字
が
副
詞
と
し
て
働
く
場
合
の
み
、「
ア
ヘ
テ
」
が
訓
と
し
て

用
い
ら
れ
て
い
る
。

動
詞
の
意
味
内
容
が
副
詞
の
成
立
に
影
響
し
て
い
る
と
の
前
提
か
ら
、
動
詞

「
ア
フ
」
の
①
「
た
え
る
」
意
に
注
目
す
れ
ば
、「
た
え
」
つ
つ
行
う
こ
と
は

「
殊
更
に
」
そ
の
行
為
を
行
う
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
否
定
辞
を
伴
う

場
合
も
、「（
明
確
な
意
志
の
下
）
殊
更
に
…
し
な
い
」
と
な
り
「
決
し
て
…
し

な
い
」
と
い
う
解
釈
へ
と
つ
な
が
っ
て
ゆ
く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

つ
ま
り
、「
萬
葉
集
」
に
お
け
る
動
詞
「
ア
フ
」
の
二
つ
の
意
味
内
容
の
う

ち
、
①
「
た
え
る
」
意
で
用
い
ら
れ
る
「
ア
フ
」
が
、
副
詞
と
し
て
働
く
漢
字

の
訓
と
し
て
「
ア
ヘ
テ
」
の
形
で
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
副
詞
「
ア
ヘ

テ
」
と
し
て
定
着
し
た
可
能
性
が
指
摘
で
き
る
の
で
あ
る

(

注
15)

。

た
だ
し
本
稿
に
お
い
て
対
象
と
し
た
資
料
の
書
写
年
代
に
つ
い
て
は
、
い
ず

れ
も
平
安
中
期
か
ら
鎌
倉
、
江
戸
ま
で
と
幅
が
広
い
。
こ
れ
ま
で
考
察
し
て
き

た
こ
と
に
つ
い
て
も
、
音
仮
名
で
記
さ
れ
た
例
以
外
は
確
例
で
は
な
く
、
各
々

の
資
料
の
書
写
年
代
に
お
け
る
言
語
状
況
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
も

あ
る
。
今
後
調
査
の
場
を
拡
げ
て
ゆ
く
中
で
、
①
「
た
え
る
」
意
の
「
ア
フ
」

の
み
で
な
く
、
②
「
複
合
す
る
」
の
意
で
用
い
ら
れ
る
「
ア
フ
」
に
も
留
意
し

て
考
察
を
継
続
し
た
い
。

注（
注
１
）「
平
安
時
代
の
漢
文
訓
読
語
に
つ
き
て
の
研
究
」（
築
島
裕
著
　
一
九
六
三
年
三

月
発
行
　
東
京
大
学
出
版
会
）
に
よ
る
。

（
注
２
）
同
書
に
は
「
を
と
こ
君
た
ち
の
か
ぶ
り
な
ど
し
給
へ
る
も
、
お
く
れ
じ
B
C
と

ま
ど
ひ
給
へ
る
も
、
―あ
―へ
―て
よ
せ
つ
け
た
て
ま
つ
ら
ず
」（
栄
花
・
月
の
宴
・
岩

波
文
庫
本
上
五
二
頁
）
が
引
用
さ
れ
る
。

（
注
３
）「
上
代
に
お
け
る
不
可
能
を
表
す
接
尾
動
詞
―
ア
ヘ
ズ
・
カ
ヌ
・
カ
ツ
＋
否
定

辞
―
」（
吉
井
健
著

「
国
語
国
文
学
藻
」
所
収
　
一
九
九
九
年
十
二
月
）
に

よ
る
。

（
注
４
）「
時
代
別
国
語
大
辞
典
上
代
編
」（
上
代
語
辞
典
編
修
委
員
会
編
　
一
九
八
三
年

三
月
　
三
省
堂
）
は
、
下
二
段
活
用
の
動
詞
「
ア
フ
」
に
つ
い
て
、
《
合
・
和
》

を
振
り
漢
字
と
す
る
他
動
詞
と
《
敢
・
堪
》
を
振
り
漢
字
と
す
る
自
動
詞
の
二
語

に
分
類
し
、
前
者
を
四
段
活
用
の
自
動
詞
「
ア
フ
」
に
対
す
る
も
の
で
あ
る
と

す
る
。
一
方
、「
上
代
語
辞
典
」（
丸
山
林
平
著
　
一
九
六
七
年
七
月
　
明
治
書

院
）
で
は
、
他
動
詞
「
ア
フ
」
の
項
目
を
立
て
て
い
な
い
。
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（
注
５
）
た
だ
し
音
に
つ
い
て
は
、
用
例
１
〜
６
の
考
察
を
以
っ
て
両
者
を
た
だ
ち
に
同

音
と
す
る
の
は
躊
躇
さ
れ
る
。
橋
本
進
吉
「
万
葉
仮
名
類
別
表
」
に
基
づ
き
「
へ
」

の
表
記
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、「
た
え
る
」
意
で
用
い
ら
れ
て
い
る
「
ア
フ
」

は
も
っ
ぱ
ら
「
安
倍
牟

あ

へ

む

」「
安
倍
受

あ

へ

す

」
の
よ
う
に
乙
類
の
「
倍
」
を
用
い
て
書
き

表
わ
さ
れ
る
が
、「
合
わ
せ
る
」
意
で
用
い
ら
れ
る
「
ア
フ
」
の
表
記
に
は
乙
類

の
「
倍
」
と
甲
類
の
「
敞
」
の
両
方
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
異
音
異
義
で
あ
る

可
能
性
も
あ
ろ
う
。

（
注
６
）「
校
本
萬
葉
集
一
〜
九
」（
佐
竹
昭
広
他
編
　
一
九
三
一
年
六
月
　
岩
波
書
店
）、

「
校
本
萬
葉
集
一
〇
〜
一
七
新
増
補
版
」（
佐
竹
昭
広
他
編
　
一
九
七
九
年
十
二

月
―
一
九
八
一
年
三
月
　
岩
波
書
店
）
並
び
に
「
校
本
萬
葉
集
一
八
新
増
補
追

補
版
」（
佐
竹
昭
広
他
編
　
一
九
九
四
年
十
二
月
　
岩
波
書
店
）、「
校
本
萬
葉
集

別
冊
一
〜
三
」（
廣
瀬
捨
三
、
佐
竹
昭
広
他
編
　
一
九
九
四
年
九
月
　
岩
波
書

店
）
に
よ
る
。

（
注
７
）
上
段
は
「
萬
葉
集
全
集
本
」
の
訓
読
、
下
段
は
参
照
し
た
「
校
本
萬
葉
集
」
収

載
の
訓
読
で
あ
る
。
両
本
で
異
同
の
見
ら
れ
る
場
合
、「
萬
葉
集
全
集
本
」
―

「
校
本
萬
葉
集
」（
寛
永
版
萬
葉
集
）
の
形
で
記
し
た
。
下
段
は
寛
永
版
の
訓
読

を
基
準
に
、「
校
本
萬
葉
集
」
収
載
の
他
写
本
と
の
異
同
を
記
し
た
。

（
注
８
）
解
釈
の
下
に
付
し
た
（

）
は
、「
萬
葉
集
全
集
本
」
の
解
釈
を
踏
ま
え
た
稿

者
に
よ
る
補
足
で
あ
る
。

（
注
９
）「
耐
」
字
の
用
例
は
「
沖
つ
藻
は
　
邊
に
は
寄
れ
ど
も
（
憶
企
都
茂
播
　
陛
爾
播

譽
戻
―耐
母
）」
及
び
「
赤
玉
の
光
は
あ
り
と
　
人
は
言
へ
ど
（
阿
軻
娜
磨
埜
　
比

訶
利
播
阿
利
登
　
比
G
播
伊
珮
―耐
）」
の
よ
う
な
音
仮
名
例
の
み
で
あ
っ
た
。

（
注
10
）
こ
の
三
字
以
外
に
も
、「
日
本
書
紀
」
に
お
い
て
は
、「
饗
」
字
に
「
ア
ヘ
（
ス
）」

の
よ
う
に
訓
が
付
さ
れ
た
例
が
見
ら
れ
る
が
、
動
詞
で
は
な
く
、
連
用
形
転
成

名
詞
に
サ
変
動
詞
「
ス
」
を
下
接
さ
せ
た
用
例
の
み
で
あ
る
た
め
、
考
察
対
象

と
は
し
な
か
っ
た
。

（
注
11
）
略
称
に
関
し
て
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
ま
た
左
以
外
の
略
称
に
つ
い
て
は
、
す

べ
て
国
史
大
系
本
に
準
拠
す
る
。

〈
国
〉
…
国
史
大
系
本
（
慶
長
九
年
刊
本
）

〈
吉
〉
…
吉
野
坂
本
猷
氏
所
蔵
本
（
明
徳
二
年
書
写
）

（
注
12
）
見
出
し
た
例
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

・
不
堪
―陪
於
掖
庭

〈
景
行
紀
三
年
二
月
〉

・
少
興
師
、
則
不
堪
―滅
賊

〈
景
行
紀
十
二
年
十
二
月
〉

・
是
朽
之
不
堪
―用

〈
応
神
紀
三
十
一
年
八
月
〉

・
託
祝
曰
、
不
堪
―血
―臭
矣

〈
履
中
紀
五
年
九
月
〉

・
不
堪
―寒
以
将
死

〈
允
恭
紀
元
年
十
二
月
〉

・
不
堪
共
紀
卿
――奉
―事
天
朝

〈
雄
略
紀
九
年
五
月
〉

・
若
不
堪
―給

〈
欽
明
紀
十
二
年
九
月
〉

・
以
不
堪
―寒

〈
天
武
紀
元
年
六
月
〉

（
注
13
）
以
下
に
そ
の
例
を
掲
げ
る
。

○
夏
草
の
　
あ
ひ
ね
の
濱
の
　
蛎
貝
に
　
足
蹈
ま
す
な
　
あ
か
し
て
と
ほ
れ

と
い
ひ
き
。
故
、
亦
戀
ひ
慕
ひ
堪あ

へ
ず
て
（
―不
―堪
變
慕
而
）
追
ひ
往
き
し
時
、

歌
曰
ひ
た
ま
ひ
し
く
…
、

〈
古
事
記
・
允
恭
紀
〉

○
賀
利
佐
に
到
る
時
に
、
大
國
玉
の
神
、
使
を
遣
り
て
、
天
日
別
命
を
迎
へ
奉

り
き
。
因
り
て
其
の
橋
を
造
ら
し
む
る
に
、
造
り
畢
へ
―堪あ

―へ
―ざ
―る
時
に
到
り

け
れ
ば
（
―不
―堪
造
畢
于
時
到
）、
梓
弓
を
以
ち
て
橋
と
爲
し
て
度
ら
し
め
き
。

〈
風
土
記
逸
文
　
伊
勢
国
風
土
記
　
度
會
郡
〉

○
こ
こ
に
、
朝
夕
に
此
の
舟
に
乘
り
て
、
御
食
に
供
へ
む
と
し
て
、
此
の
井
の

水
を
汲
む
に
、
一
旦
、
御
食
の
時
に
―堪
―へ
―ざ
―り
―き
（
一
旦
―不
―堪
御
食
之
時
）。

故
、
歌
作
み
し
て
止
め
き
。

〈
風
土
記
逸
文
　
播
磨
国
風
土
記
　
速
鳥
郡
〉

（
注
14
）「
ア
フ
」
の
原
義
を
「
た
え
る
」
と
仮
定
し
て
考
察
を
進
め
た
が
、
②
「
複
合
す

る
」
意
と
し
た
例
に
つ
い
て
は
、「
た
え
る
」
と
い
う
原
義
を
以
て
解
釈
で
き
な
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い
。
あ
る
い
は
原
義
の
仮
定
に
不
備
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
両
語
を
同
一
の

語
と
認
定
す
べ
き
か
ど
う
か
も
含
め
て
、
各
位
の
ご
批
正
を
賜
り
た
い
。

（
注
15
）
た
だ
し
、「
萬
葉
集
」
に
お
い
て
考
察
し
た
よ
う
に
、
①
「
た
え
る
」
意
で
用
い

ら
れ
る
「
ア
フ
」
が
ほ
と
ん
ど
の
場
合
補
助
動
詞
と
し
て
動
詞
に
下
接
し
て
用

い
ら
れ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
こ
う
し
た
推
定
に
は
問
題
が
あ
る
か
も
し
れ

な
い
。

参
考
・
引
用
文
献

著
書
・
先
行
論
文

「
平
安
時
代
の
漢
文
訓
読
語
に
つ
き
て
の
研
究
」（
築
島
裕
著
　
一
九
六
三
年
三
月
発
行

東
京
大
学
出
版
会
）

「
上
代
に
お
け
る
不
可
能
を
表
す
接
尾
動
詞
―
ア
ヘ
ズ
・
カ
ヌ
・
カ
ツ
＋
否
定
辞
―
」（
吉

井
健
著
「
国
語
国
文
学
藻
」
所
収
　
一
九
九
九
年
十
二
月
）

「
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
　
萬
葉
集
一
〜
四
」（
小
島
憲
之
他
校
注
・
訳
　
一
九
九
四
年

五
月
―
一
九
九
六
年
八
月
　
小
学
館
）

「
萬
葉
集
注
釈
巻
一
〜
二
〇
」（
澤
瀉
久
孝
著
　
一
九
八
二
年
十
一
月
　
中
央
公
論
社
）

「
萬
葉
集
全
注
巻
一
〜
一
九
」（
伊
藤
博
他
著
　
一
九
八
三
年
九
月
　
有
斐
閣
）

「
万
葉
集
釈
注
巻
一
〜
二
〇
」（
伊
藤
博
著
　
一
九
九
五
年
十
一
月
―
二
〇
〇
〇
年
五
月

集
英
社
）

「
校
本
萬
葉
集
一
〜
九
」（
佐
竹
昭
広
他
編
　
一
九
三
一
年
六
月
　
岩
波
書
店
）

「
校
本
萬
葉
集
一
〇
〜
一
七
新
増
補
版
」（
佐
竹
昭
広
他
編
　
一
九
七
九
年
十
二
月
―
一
九

八
一
年
三
月
　
岩
波
書
店
）

「
校
本
萬
葉
集
一
八
新
増
補
追
補
版
」（
佐
竹
昭
広
他
編
　
一
九
九
四
年
十
二
月
　
岩
波
書

店
）

「
校
本
萬
葉
集
別
冊
一
〜
三
」（
廣
瀬
捨
三
、
佐
竹
昭
広
他
編
　
一
九
九
四
年
九
月
　
岩
波

書
店
）

「
國
文
學
」（
一
九
九
七
年
七
月
　
第
四
二
巻
八
号
　
學
燈
社
）

引
用
本
文

「
日
本
古
典
文
学
大
系
　
日
本
書
紀
上
下
」（
坂
本
太
郎
他
校
注
　
一
九
六
五
年
七
月
　
岩

波
書
店
）

「
日
本
古
典
文
学
大
系
　
古
代
歌
謡
集
」（
土
橋
寛
他
校
注
　
一
九
五
七
年
七
月
　
岩
波
書

店
）

「
日
本
古
典
文
学
大
系
　
風
土
記
」（
秋
本
吉
郎
校
注
　
一
九
五
八
年
四
月
　
岩
波
書
店
）

「
寧
樂
遺
文
（
上
・
中
・
下
）」（
竹
内
理
三
編
　
一
九
六
五
年
五
月
　
東
京
堂
出
版
）

対
校
本
文

「
日
本
書
紀
」（
黒
板
勝
美
著
　
國
史
大
系
編
修
會
編
　
一
九
七
一
年
四
月
　
吉
川
弘
文
館
）

辞
　
典

「
日
本
国
語
大
辞
典
　
第
二
版
」（
日
本
大
辞
典
刊
行
会
編
　
二
〇
〇
〇
年
十
二
月
―
二
〇

〇
二
年
十
二
月
　
小
学
館
）

「
時
代
別
国
語
大
辞
典
　
上
代
編
」（
上
代
語
辞
典
編
修
委
員
会
編
　
一
九
八
三
年
三
月
　
三

省
堂
）

「
上
代
語
辞
典
」（
丸
山
林
平
著
　
一
九
六
七
年
七
月
　
明
治
書
院
）

「
国
語
学
大
辞
典
」（
国
語
学
会
編
　
一
九
八
〇
年
九
月
　
東
京
堂
出
版
）

―
お
ぐ
ら
・
け
ん
た
、
広
島
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
後
期
在
学
―
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